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特集II:有 賀喜左衛門と社会学

シ ンポジウム 「有賀喜左衛 門 と社会学」 の企画 にあたって

川合 隆男

 三田社会学会の第12回 大会は、1999年7月10日(土)の 午後 に自由報告 に次いでシン

ポジウム 「有賀喜左衛 門 と社会学」 と題 して企画 開催 された。報告 は、中野卓(日 本社会学会

顧 問):有 賀喜左衛 門的研究法、柿 崎京一(早 稲 田大学):有 賀喜左衛 門 と村 落の研究、平野敏

政(慶 応義塾大学):生 活組織 としてのイエ と全体 的相 互給付 関係 、の三先生 にお願 い して、

討論者 として中筋直哉(山 梨大学)、 柄沢行雄(常 磐大学)、 三浦直子(慶 応義塾大学) 、坂井

達朗(慶 応義塾大学)の 諸氏 に加わっていただいた。

 企画す るに際 してわた しな りに悩 んだこ とを書 き留めて お きたい。大会 にシ ンポ ジウムを

導入す ることを提案 して、第10回 大会(1997年7月)よ り開始 され 「奥井復太郎生誕100

年記念」(企 画、藤田弘夫 さん)、 第11回 大会(1998年7月)「 三 田にお けるマス ・コ ミュニ

ケー シ ョン研 究の系 譜 と伝 統」(企 画、青池慎 一 さん)を 受けて、次は 「有賀喜左 衛門 と社 会

学」 をシ ンポジ ウムで取 りあ げてみては と提案 して は してみた ものの、わた しが企画者 と して

相応 しいか どうか とい うこ とがわた しな りにまず第一に悩 んだことの ひとつである。適任者 と

考 えていた方々が どなた もご多忙 なこ ともあ って事態 の経過 とともにわた しが企画 を引 き受 け

る羽 目になって しまったからである。

 い ざシ ンポジウム 「有賀喜左衛 門 と社会学」 の企画 を考 えて、少 し自分で も調べだ してみ る

と、有賀喜左 衛門先生(1897-1979、 明治30一 昭和54、82才 で逝去)の 切 り拓 いてい っ

た学問的な広が りと深 さ、そ して有賀先生の人間的魅力の大 きさ、強烈 さに圧 倒 されて、凡庸

なわた し如 きものが はた してこう した企画な ど出来 るだろ うか、別の形での企 画構想 も可能だ

ったろうと思い知 らされた。

 有賀 は、「民族 の心 を求めて」(NHK編 「わた しの 自叙伝(1)』1979)の なかで、「後 に柳

田民俗学 だけでは満足 で きな くな り、社会学 、文化 人類学(民 俗学)、 経 済学 、法制 史学 、宗

教学 などにも広 く関心 を持つ ようにな りま したが、わた しの道 は容易 に開かれ ませんで した」

1)と 述べている
。わた しを含めて最近の社 会学者の研究関心や態度は始めか ら社会学 を専 門領

域 と してそのなかで も次第に細分化 した研 究テーマに走 りが ちである。有賀 はい くつ もの重要

な遍歴 のなかか ら文学、美術 史、民俗学 、経済学、法制史学、歴 史学、社会経 済史、宗教学等

と広 く交錯 しつつ社会学 を位置づけていった。学問分野の専 門化や細分化に関心 があるのでは

な く、人間の歴 史的現実 としての生活事実 を基礎 に複眼的 ・複合的 ・歴史的考察 、洞察が試み

られてい る。学問対象 も村落 一都市 一全体社会 との歴 史的連関、生活意識 一生活関係 一生活組
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織 、社会関係 と類型論 、生活史 一生活組織 一民族、文化 、文 明、近代化論等 と広範 に展開 して

い く。

 有賀先生の人間的魅力についてもあらためて再認識する機会 となった。有賀道夫は、長野県

上伊那郡朝 日平出村(ム ラ)の 庄屋 ・本陣 をっとめた有賀本家の長男 として生 まれ、2才 で母

親 を亡 くし9才 で父親 を失 い、幼 くして七世喜左衛 門を襲 名 している。諏訪 中学 、第二高等

学校 、そ して東京帝大法学 部入試に失敗 、京都帝大法学部 に入学す るが1年 で中退 、京都 ・

奈良 などをよく歩 き旅 をす る。東京帝大文学 部美術 史学科 に入 り柳 宗悦 な どの運動 に強い刺激

を受けつつ卒業論文 は 「新羅の仏教美術 について 一特 に慶州石窟庵 を中心 として一」 を書 き、

その過程で 「芸術 は民族の心」、「これ と共 に深い印象 を刻 んだの は、朝鮮 の都市や農村で接 し

た彼 らの生活 ぶ りで した」 と記 して、「日本人 を知るため には、土着の田舎人 を考 えな くと も

いいだろうか とい う思 いが湧いて」人々の生活 に根 ざ した視座 が培 われてい った。晩年 に至 っ

て生涯 を顧 みて、「わ た しはこれ まで何 になろうと思 った こ とはあ りませ んで した。人 間の一

生は予期 しない展開 をす ることを改めて感 じるのであ ります」2)と 述べている。

 先の戦争の経験について有賀は 「この戦争について 日本人は世界に対する重い責任を負うこ

とか ら逃れ るこ とはで きない」 とし、「戦前 に持 った国家 目標 を払 い落 と して戦後の 日本は出

発 したが、経 済大 国の 目標 には同 じ影が ち らついていないだろ うか。与 えることを知 らない生

き方 はまた同 じ結末 を見 ない とも限 らない。個 人の生 き方 と国の生 き方 とが違 うはずはない。

お互いに与 え合 うことに よって、人 々の心 は豊 かにな り、生 きるこ との正 しい 目標 を持つこ と

がで きるのではないだろうか」3)と 問いかけている。

 このように考えると短い時間でのシンポジウム形式で、わたしが企画して 「有賀喜左衛門と

社会学」という限定 した題で、はたして有賀先生の学問の全体像 と人間的魅力 を深 く考察 して

いくことがどこまで可能だろうかという悩みが続 くことになった。 しか し、企画にそって手紙

を差 し上げた り交渉していく過程で、報告者として有賀先生に間近に直接に教 えを受けられた

中野卓先生 ・柿崎京一先生 ・平野敏政さんのご了承を得、討論者 として中筋直哉 ・柄沢行雄 ・

三浦直子 ・坂井達朗さんの諸氏のご協力がどうにか得 られることになり、三田社会学会のよう

な小 さな学会でも有賀先生についてのシンポジウムを開くことができるという喜びに変わって

いった。

 1957年3月 に東京教育大学を定年で退官 して、有賀先生が慶応義塾大学文学部哲学科(社

会学)の 教授になられたのは同年(昭 和32年)4月 であった。その後、1965年3月 にこの

当時の定年制で慶応をご退職されて(68才)、 日本女子大学学長になられる迄慶応で教授 とし

て8年 間教鞭 をとられた。以後 も激務のなか晩年 まで慶応の大学院社会学研究科で非常勤講

師をつとめられて、多 くの方々が教わり学界に育っていった。わたしは有賀先生が慶応にこら

れた同 じ年の4月 に法学部政治学科に入学でき、三田に移った3年 生、4年 生時に単位には

ならなかったが文学部の有賀先生の 「農村社会学」をもぐりで聴講 して、出来の悪い学生なが

ら先生の学問に立ち向かう真蟄な姿勢 と情熱とを感 じ取ることができた。
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 有賀先生は慶応に文学部教授 として在職中にも1960年11月 より1962年10月 まで日本

社会学会の会長の重責を担い、またこの前後か ら有賀 ・小池基之 ・中井信彦先生など慶応の先

生方 と共に 「慶応義塾大学村落調査会」をつ くられて諏訪の南真志野ムラの現地調査を試み調

査活動 も活発に実施しておられた時期でもあった4)。わたしは、丁度大学院社会学研究科に進

学 していたが、自分の修士論文(「社会移動と村落構造の変容」)の調査などもあってこの南真

志野調査には参加 しなかったのはいま振 り返るととても残念であった。当時院生で参加されて

いた同輩の大淵英雄 さんや(故)市 川統洋さん達が調査体験などを話されていたのを想い起こ

している。また、修士論文については有賀先生が副査になって下さって論文審査の時間とは別

にあ らてめて時間をとって講評 して下 さった。先生の研究室のあるかっての旧第3研 究室(現

在の大学院棟のあたりにあった)の 部屋で、米地実さんも先輩として同席 して くれたところで

先生が暖かく励まして下さった部分だけをいまは懐かしく想い起こすのである。

 博士課程1年 の時には有賀先生の 「農村社会学」 を履修 したが、丁度アメリカ科学振興協

会と日本学術会議 との共催による 「日本における科学について」のシンポジウムで先生が 「日

本の近代化の社会学的研究」 を発表なさるために準備 しておられて、その内容を講義 して下さ

った。この時には学問的な文脈や歴史的社会的な文脈 も理解 し得ずに夢中でノー トをとってい

たが、その 「近代化」論にしろ、また遺稿となった 「外国文明と日本文化一新 しい文明論一」

にしろ、先生の歴史的洞察は依然として大きな問題提起を投げかけているといえるだろう5)。

 今回のシンポジウムの企画が確かに限られたものであったとして も、有賀先生の残された

学問的遺産、知的遺産ははるかに大 きい し、更に新 しい学問動向を貧欲に吸収 しつつも、有賀

先生を始め多 くの方々の遺産の批判的継承という重要な課題 も依然残 されている。シンポジウ

ムにご参加いただいた多くの先生方、諸氏に深謝申しあげます。
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